
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 106 

令和５年度 体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅥ 
単位数 

２単位 年次 
１～３年

次 

使用教科書  

副教材等 アクティブスポーツ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 及 び 技 能 を 身 に 着 け 自 己 の 能 力 を 高 め る 。               

他者と協働して課題を解決していくとなど、競技・集団行動を通して身につける。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

(1)個々の体力維持、増進を目指す。 

(2)各種競技の特徴を理解し、基礎基本の習得から実践まで学ぶ。 

(3)生涯教育の一環として、継続してスポーツに関われるような知識を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

運動種目等の技能や攻防の

様相を身につけている。 

各種目において「技術の名

称（行い方）」など、運動の

技能を身につけることで、

知識と技能を関連させて理

解している。 

生涯にわたって運動を豊か

に継続するための自己や仲

間の課題を発見し、合理的、

計画的な解決に向けて取組

み方を工夫している。 

スポーツを尊重し、主体的、

合理的、計画的に、各種目取

り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 

～ 

３ 

学
期 

集
団
行
動 

ス
ポ
ー
ツⅥ

 

集団行動             

 

体ほぐしの運動         

 

体力を高める運動 

a:運動の楽しさや喜びを深く味

わうことができるよう自ら進ん

で運動をしようとしている。ま

た、公正、協力、責任などの態度

を身につけるとともに、健康・安

全に留意して運動しようとして

いる。 

運動技能の構造と運動の学び方、

体ほぐしの意義と体力の高め方

に関する基礎的な事項を理解し、

知識を身に付けてる。 

b:自己のグループの能力と運動

の特性に応じた課題の解決を目

指して活動の仕方を考え、工夫し

ている。 

c:自己の能力と運動の特性に応

じた課題解決を目指して運動を

行うとともに、運動技能を高めて

いる。また、自己の体力を高める

ために合理的な行い方を身につ

けている。 

 

観察 

ワークシート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

課題 

 

観察 

ワークシート 

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ 

課題 

 

観察 

ワークシート 

パフォーマンス 

課題 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


